地域密着型サービス運営推進会議記録（第4回）


	施設名
	グループホーム青葉園

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和4年　11月　30日　　　　13時　30分　～　　14時　30分

	会場
	グループホーム青葉園

	参加者
	利用者代表
	2人

	
	利用者家族代表
	1人

	
	地域住民代表
	1人

	
	有識者
	1人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	0人

	
	事業者
	5人



	報告事項
	前回（9月30日）からの活動[10月生まれお誕生会・健康診断・インフルエンザ予防接種・11月生まれお誕生会・コスモス観賞・消防訓練・訪問散髪・避難所開設・運営訓練]を報告する。
入居状況・・・2ユニット18名入居　男性2名・女性16名
　　　　　　　平均要介護度2.7　平均年齢85.9歳
職員の状況・・常勤介護職員8名　夜勤専従職員3名
非常勤介護職員8名

	
	

	議題
	11月に入りまた徐々に新型コロナ感染者が増えてきましたので今回も紙面にて開催し、後日文書や電話等で意見を頂きました。

・青葉園だよりにて活動報告
・前回の事例の方の経過報告
・事例の方4名（Kさん、極端に食事量が少なく、水分補給も拒否。かかりつけ医や家族の協力も得て、しばらくして食欲が戻る。Sさん、入所すぐから血便あり、内視鏡検査経て直腸がんとわかる。今後のことを家族、かかりつけ医と相談。Tさん、左足が青白く冷たいため詳しい検査を日赤にて行い両足の血管が1本ずつつまっているが治療・服薬なし。足を温めるよう指示あり。Wさん、最近眠りが浅く、夜間に不穏状態になるため、家族さんとかかりつけ医に相談。心療内科受診予定。）
＊認知症の周辺症状は人それぞれですが、性格も作用されるのでその方がどのように生活したいのかによってアプローチも変わってくると思います。グループホームはどうしても少人数の集団生活になりますので、認知症の方の場合「人との相性」が大きく作用されると思います。席の配置を検討したりされているとは思いますがいろいろ工夫してみてください。
＊医療的な問題が起きたときはかかりつけ医や家族の協力は不可欠ですね。コロナ禍でなかなかですが、「ご家族の協力あっての介護」であるということを理解していただき信頼関係を構築していけるよう日頃から連絡を密にしていけたらいいと思います。
＊母の体調変化等、知らせてくれるのでよくわかります。心療内科・眼科受診など協力できることはさせてもらいます。
＊女性が少ないので、興味のある方は阿南防災士の会に入っていただき一緒に活動できたらうれしいです。


	
	



